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中間、通期業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向を踏まえ、平成１３年５月２２日に発表した平成１４年３月期（平成１３年４

月１日～平成１４年３月３１日）の中間・通期業績予想について、下記のとおり修正いたします。

記

１．平成 14 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日）

                                                                    （単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当期純利益      

前 回 発 表 予 想 (Ａ )          

(平成 13 年５月 22 日発表)
２４,６００ ２７０ ０

今回修正予想(Ｂ )            ２４,２００ △１３２ △９７０

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )               △４００ △４０２ △９７０

増 減 率          △１．６ － －

前期(平成 13 年 3 月中間期)実績 ２４,６７０ ７１０ △４４９

2．平成 14 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

                                                                    （単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当期純利益      

前 回 発 表 予 想 (Ａ )          

(平成 13 年５月 22 日発表)
６０,０００ ２,１７０ ９４０

今回修正予想(Ｂ )          ６０,０００ １,４００ １００

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )            ０ △７７０        △８４０

増 減 率          ０.０ △３５．５       △８９．４

前期(平成 13 年 3 月期)実績 ６５,５００ ２,０３９ ２４１



３．平成 14 年 3 月中間期連結業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日）

                                                                    （単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当期純利益      

前 回 発 表 予 想 (Ａ )          

(平成 13 年５月 22 日発表)
２５,５００ ２７０ ０

今回修正予想(Ｂ )          ２４,６００ △１７０ △９９０

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )          △９００ △４４０ △９９０

増 減 率          △３．５ － －

前期(平成 13 年 3 月中間期)実績 ２５,４２４ ６７１        △５８２

４．平成 14 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

                                                                    （単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当期純利益      

前 回 発 表 予 想 (Ａ )          

(平成 13 年５月 22 日発表)
６２,０００ ２,２２０ ９７０

今回修正予想(Ｂ )            ６１,５００ １,４００ １２０

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )               △５００ △８２０ △８５０

増 減 率          △０．８ △３６．９ △８７．６

前期(平成 13 年 3 月期)実績   ６６,９２６        ２,０３６          １３９

５．修正の理由

（１）中間業績

当中間期の業績は、受注高および売上高についてはほぼ予想通りの状況にて推移い

たしましたが、経常利益につきましては、競争激化に伴う新規受注工事の採算低下、

工事中断によるコスト負担増などにより完成工事利益率が低下し、１３２百万円の赤

字となる見通しとなりました。

中間純利益は、減損会計にともなう有価証券評価損（３１５百万円）の計上に加え、

過年度の完成工事に対して原価支出（５４９百万円）の負担処理を余儀なくされた結

果、９７０百万円の赤字と予想値を大幅に下回る見通しとなりました。

（２）通期業績

通期の業績につきましては、売上高については期初予想通りの数値を見込んでおり

ますが、IT関連を中心とした設備投資の急激な落ち込み、株式市場低迷による退職給

付債務の数理差異の償却負担増などにより、上記中間業績における大幅な業績低迷を

補うことができず、経常利益、当期純利益とも前回発表予想値を下回る見通しとなり

ました。

（３）連結業績の修正理由

当中間期および通期の業績につきましては、売上高、経常利益、当期純利益とも上

記要因を主な修正理由とするものです。

                                                                    以  上


